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です。東西 150 キロ、200 キロのこのすごい大きな福島県
を 1日 2回、県の測定員がずっと巡回して測っていく、そ
ういう状況に陥ったわけです。しかし、それでも継続してい
たことは称賛に値すると思います。
　しかし、それは長期間続けられるものではないですから、
いろいろ何か対策を考えなければいけないということは明
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らかです。で、いよいよ、我々が「ＫＵＲＡＭＡ」というこ
とに思い至ったわけです。
　直接のきっかけは、4月の上旬のコーヒータイムで、私た
ち、不良研究者ですから、３時になると、こうやって集まっ
ているわけです。で、事故直後も集まってはいますけど、一
応、弁解しておくと、まじめにその福島の状況について、い
ろいろ議論をしているわけですが、その中でマップが思うよ
うにつくれていないという話がやっぱり話題になりました。
　走行サーベイの車も、もう何か使えないらしいと、だった
ら、自分たちでつくればええんちがうかと、せやせや、と。
まあ、そういうことで、関西人ですから、こんなことをしゃ
べっているわけですけども、そういうことで早速つくってみ
ようということで、そのコーヒータイムの時間にコンセプト
を練り始めたわけです。
　それで、そのときに、じゃあ、私たちは何を測ろうかとい
うことを考えました。いろいろ考えたんですけども、やっぱ
り高さ 1メートルのガンマ線を測りましょうということに
なりました。先ほど言ったとおり、ベータ線やアルファ線は、
たかだか数 10センチまでしか来ない。だから 1メートルに
届かないんですね。でも、それで評価できるのかとか、いろ
いろ声はあると思うんですけど、我々は高さ 1メートルに
しました。
　それはなぜか、非常に単純な理由です。人間の主要な臓器は、大体高さ 1メートルの
このおなかのところにあるわけですね。生殖器とか、小腸とか、そういったようなところ
は大体、そういう感受性の高いところは大体あるわけです。つまり、そこの放射線量をと
りあえず押さえろというのが一番大事だろうということです。
　国もやっぱり同じようなことを考えていて、高さ 1メートルのガンマ線を測れといっ
ていて、ちょうど我々と同じことを考えていたので、よかった、よかったということで、
それを採用することにした。
　で、マップをつくるので、測定シーケンスをどうしようかということを考えました。出
来るだけ連続で測りたい。ガンマ線は半径 100 メートルぐらい飛んじゃうんだろうかと
いうことで、それを考えると、車なんかから測るとしたら、大体 3秒間隔ぐらいで、プ
ラマイ 1.5 秒で平均値をとるようにすれば、連続的に測ったことになるんじゃないかとい
うふうに考えがまとまったということで、そういう話を所内でやらへんか？ということで、
あちこちで呼びかけたところで、やる、やるという奴がいっぱい出てきて、一緒にいろん
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な分野の所員が、それぞれの知識を持ち寄って、いろんなこ
とをやって、そして 2週間ぐらいで、民生品とか既製品を
できるだけ使って、コンパクトかつ簡単につくれる、そうい
うシステムをつくったわけです。
　ただ、これで出来たとは思っていなくて、私たちはやっぱ
り研究者で実験をやっていますから、ちょっとデータを扱う
というところにこだわりを見せました。それは、どういうこ
とかというと、クラウドでデータを共有してやろうと、何を
言っているかというと、こういう装置を車に積んで、その車
があちこち、測定に向かうわけですね。測定に向かったとき
に、その測定車からリアルタイムでクラウドにデータを上げ
てやろうと、そのクラウドから、いろんな人たちが同時にリ
アルタイムでデータの配信を受けようと。これで、先ほど言
った大隈町にあった原子力センターですね、あの原子力セン
ターが動かなくなってから機能停止したという問題は解決
するわけです。
　クラウド経由であれば、どこからでもデータを引き出せ
る。いつ、どこにでもデータを送ることができる。私も、実際、
新幹線や移動中の車の中でネットワークにつなぎながら、ク
ラウドでクラウドのデータをリアルタイムで見たりとか、そ
ういうことをやっていました。
　それで、ただいろんなデータが出てきても、やっぱりわか
りやすく見せなければいけないということで、我々としてはグーグルアースを使って可視
化することを考えました。放射線を測定した位置と、そこの強度ですね、色つきの点で表
して、それで地図の上にリアルタイムに描いていく、そういうシステムをつくりました。
そして詳しい情報は、このドットをクリックしてやると情報が見えるということで、誰で
も簡単に状況を把握できるという、そういうシステムにしたわけです。
　これができたので、福島県のほうに、どうですか、使ってみませんかということで、我々
のほうから持ちかけたところ、福島県の方がぜひ使ってみたいということでしたので、我々
と一緒に実証試験をやることになりました。
　実証試験では、福島県内を「ＫＵＲＡＭＡ」の試作機を積
んで走り回りまして、やっぱり津波で流されちゃった浜通り
の町、それから阿武隈山地の地震とか土砂崩れで、もう道が
悪くなったところとかをかき分けながらというか、そういう
ふうに、もう文字どおり本当に苦労して走って、文字どおり
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苦労して、こういうおいしいものにも、たまにはめぐり合う
んですけども、そういうことをして、2011 年 5月に、当時
はまだできていなかった全県レベルのマップというのをつ
くることに成功しました。
　これでわかったことは、浜通り、中通りの汚染が著しいの
に対し、会津のほうは非常に汚染が少ない。それから、中通
りの汚染が、どうも南方向に伸びているかもしれない、こう
いうようなことがわかってきた。こういうようなのが出てき
たということは、関係者に衝撃を与えた。こういうデータが
ぱっと出せるということに、皆さん、びっくりされたみたい
です。で、国とかいろんな機関が注目するところになりまし
て、さまざまなところで活用されるようになっていきまし
た。
　まず、福島県では、県内の都市の主要都市の、各地の住
宅地とかを中心に、もう道路 1本 1本を測っていくという
ようなことをやってきました。これで何をしたかというと、
そこに住んでいらっしゃる方のおうちの目の前の道路の空
間線量は幾らですよということをわかるようにしたという
ことです。もうクリックしたら、それがわかるようにしてあ
げましたという、そういうマップをどんどんつくったわけで
す。これ、住民の方に大変好評だったそうです。
　文科省は、あれはやっぱり国ですから、もうちょっと大き
な目で見て、先ほど言っていた、この中通りの汚染の延び
ているのは、どこまで延びているんだというような調査を
2011 年 6月に、さらに首都圏を中心とする、この東日本一
帯の汚染はどうなっているんだというのを2011年12月に、
我々の開発した「ＫＵＲＡＭＡ」を使ってやられました。
　その調査を我々は支援していたんですけども、縦割行政の
弊害で、私が準備していると、そこに何か通報があったらし
くて、怪しいやつらが集まっていると、こうやって警察官の
取り調べを受けるわけなんですけども、職務質問を受けた
んですけど、別に悪いことをしていないので、説明すると、
あっ、それは頑張ってくださいと、近くにおいしいソースカ
ツ丼の店があるから、ぜひ食べて頑張ってください、そうい
うような話になってしまいました。まあ、それはそれとして、
40
そういうようなことで、我々の技術というのは使われた。
　さらに、東電には、今の警戒区域というか、帰宅困難区域
ですね、あのあたりの調査が命令されているというか、任
されています。その調査をするに当たって「ＫＵＲＡＭＡ」
の技術を使わせてほしいということで、国の依頼もありまし
たので、我々の技術を開示して、彼らは、そういう専用のモ
ニタリングカーを使って、それで継続的な調査を行っている
ということです。
　大変成功したように見えるんですけども、いろいろ問題が
あるわけです。それで、ここで「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」という
のが出てきます。
　問題点というのは非常に簡単で、もう想像はおつきにな
っていると思いますけども、まず測定員が必要なんですね。
パソコンの起動とか、停止とか、そういうのがやっぱり必要
だと。それから、どうしてもいろんな機材を線でつないでい
るので、設置が面倒だし、自動車の振動で外れたりとかとい
うことも起きている。さらに、そういう車とか、人とかを継
続的に手配するというのはやっぱり大変、もう人は、やっぱ
りお金がかかるしとか、車もお金がかかるしということで、
困ってねという話をいろいろ言われるようになってきた。
　じゃあ、やっぱり何か考えなければいけないよねという
話になってくるわけです。私たちは、そこら辺もある程度、
見越して考えていまして、私たちが一番関心があるのは、人が暮らしている、人が活動し
ているところの放射線量だということで、そういうところで何か特徴的なものはないかと
考えたわけです。
　そのときに考えたのが、こういうものがあるじゃないかと、路線バスとか、郵便バイク、
郵便配達のバイク、こういうものは毎日必ず生活圏、人の住んでいるところを縫うように
走っていくじゃないかと、じゃあ、そいつに「ＫＵＲＡＭＡ」が乗せればいいじゃないか
というふうに思いついたわけです。
　もう思いついたら、我々、不良研究者ですので、さっさと
やってしまうので、こうやって「ＫＵＲＡＭＡ」を小型にし
て、軽量にして、さらに完全自動のやつにしました。問題だ
った機械的な強度も、いろんな装置の最適化とかを行って果
たしまして、そして、それを小さなツールボックスの中に納
めて、使う人にとっては電源をつないで車の中に置くだけで
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放射線が測れる、そういうシステムにしました。
　早速、福島交通というところに「置かせていただけないで
しょうか」と挨拶に行くと、社長が早く置けといわれるので、
早速、置かせていただいて、そして、もうさっさとやるんだ
ったら盛大に発表しろということで、記者会見を開いてやり
ました。もし時間があれば、ここにターバンを巻いたインド
人がなぜいるかという話もしたいんですけども、ちょっと今
日はお話は割愛します。
　それで、全県に今では観測網が拡大しています。これ、福
島県のほうで公式の事業として進めていただいて、我々が技
術指導しつつ、データの解析とか公開については、そういう
能力にたけた原子力研究開発機構に協力をお願いして、その
3者の共同で福島県全県の生活圏のモニタリングを継続しよ
うということになっています。
　今、「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」が 50台、県内で毎日稼働して、
今このときも測り続けています。そのデータをＪＡＥＡのほ
うは、リアルタイムで見てもらえるようにしました。残念な
がら、我々はお金があまりないので、皆さんに一斉にアクセ
スしていただけるようなサーバーを用意するお金がなかっ
たので、福島市の駅前のビルの１階のロビーに大型ディスプ
レーを置いて、そこでマウスとかで操作してもらうと、今測
っているバスのデータがリアルタイムで見れますよという、
そういうふうな公開をしています。
　文科省も、当然、そういうシステムができたというという
のに興味を示すわけで、文科省も広域調査に採用しました。
どういうふうにしたかというと、もう電源をつなげば測れ
るわけですから、「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」をとりあえず 100 台、
文科省が買うわけです。買った「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」を自治
体のほうにばらまくわけですね。東日本の自治体、どうぞ使ってくださいと、で、自分た
ちの測りたいところを測ってください、そうすると、そのデータが一斉にクラウドに上が
ってくる。上がってきたクラウドのデータを文科省がちょこちょこちょこっといただくと
いう、そういうやり方でマップをつくりました。
　これのいいところは、何より、こういう自治体の方々が直接測っているので、現地を一
番よく知っている人が一番関心のあるところを測るんですね。だから、単に面的ですよと
いうだけじゃなくて、一番その地元の人にとって意味のあるデータを集積している、そう
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いうマップができているということです。それは非常に意味
があるんじゃないかと思っています。
　我々は、そういうことを支援しつつ、さらにバイク型の「Ｋ
ＵＲＡＭＡ」とか、あるいは小型の「ＫＵＲＡＭＡ」を開発
しています。特に、徒歩型というのは、これ、私のちょっと
個人的な売りが入っていますけども、単に空間線量率を測る
んじゃなくて、ちょっといろんな検出器の組み合わせとかを考えて、地表のセシウムの土
の濃度を評価できるようなシステムにしています。
　今まではゲルマとかで精密に測定しなければいけなかったものが、「ＫＵＲＡＭＡ」で
測るだけで、歩けば、その下の土の汚染の密度、汚染濃度がわかるという非常にお手軽な
システムで、しっかりと特許も出させていただいています。
　それで、これは大学の要請もあるんですけども、大学も最近はお金が、お金が、と言わ
れるので、一生懸命、そこら辺は産学連携本部を通じてライセンス化して企業に提供して
もらっています。
　今、「お金」と言いましたけど、そうじゃなくて、本当の
ところは何がしたいかというと、こういう測定システムをつ
くっても供給能力を大学は持ちません。だから、供給能力の
ある企業にライセンスすることで、企業がたくさん、必要
なときに必要なだけ、いつでも出してくれる状況をつくろう
と、そういうことを理解してくれた企業が契約してくれて、
今では、いつでもどうぞ買ってくださいという状態で製品化
となっています。
　このように、「ＫＵＲＡＭＡ」を使ってきたわけなんです
けど、いろいろ普及させてきたわけなんですけども、じゃあ、
私たちは「ＫＵＲＡＭＡ」で何を狙っているか、私が何を「Ｋ
ＵＲＡＭＡ」で実現したいのかということをちょっとお話ししたいと思います。
　復興ですね、空間線量率のこのグラフと時間の経過なんですけど、これ、いろいろご存
じの数字ですけども、100 ミリシーベルトとか、20ミリシーベルト、これによって事故
とか、緊急事態とか、回復期とか、あと平常時みたいなのが分類されているわけですけど
も、一連の流れとして事故から緊急事態を経過して、そこか
ら修復が始まって、最終的には平常のいつもの生活に戻ると
いうのを期待されているわけです。
　緊急時には避難しなければいけないですし、回復期には、
そこに人が帰っていくような政策をとっていかなければい
けない。こういうことを円滑に進めていくためには、回復の
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ための継続的な努力が必要です。これが非常に重要じゃない
かと思うわけです。
　それで、福島は、その回復のためのその一例として、私が
直接かかわっているわけではないですけども、福島がどうい
うことをやっているかという一例をご紹介します。
　福島は農業県です。農業県というのは農業が、もう主要な
産業ということで、福島の復興を考える上では、農業が復興
しないことには困ると、もう多くの方が生活に困るという、
そういう状況です。そういうこともあって、農業関係の研究
者が非常な努力をされています。
　これは、米の中のセシウムの濃度と、土の中のカリウムの
濃度の相関図です。これを見てもらえばわかるんですけど
も、土の中のカリウムが多いとセシウムが減る。そう多いと
ころでも減らないときには、何か山から汚染が継続的に流入
するとか、そういったような特殊な要因があると、そういう
ことを向こうの研究者の方が明らかにされたわけです。
　で、これを営農されている方に情報を提供する。そうする
と、営農されている方は、その研究の成果を生かして、カリ
ウムを実際にまいて、それで稲を育てられる。そうしてでき
た米については、さらに国とか県とかが、万が一のことがあ
ってはならないということで、検査をやるわけですね。そし
て、基準値を超えたものは出荷させないぞという、そういう
ことをきちんとやるわけです。
　これらの努力の結果、福島からは、そういう基準値を超え
た米は１つも出ないと、商品としては絶対出ませんという、
そういう体制が整っているわけです。これをつくってあげる
ことで、農家の皆さんにとっては、自分たちがセシウムを抑
えて、さらに万が一、抑え切れなかったとしても、それを消
費者に渡すことはないという、そういうことで自分たちの農業生産に自信を持って取り組
むことができるようになる、そういうような、こういう、何というんですかね、自信とい
うか、そういうものを与えられるというのが回復のときに非常に重要なんじゃないかと思
うわけです。で、それを私は普通の方々にも提供できたらと思っています。
　我々、不良研究者らで、こうやって子供と遊んだりとか、親御さんとかと、いろいろ話
をしたりとかということを夜、宿でやっているんですけども、そのときに、やっぱりいろ
んな不安を直接、私たちにぶっつけてこられます。生活はどうなるとか、放射線は大丈夫
44
なのかとか、子供は大丈夫なのか、そういうようなことを言
われます。
　私たちが言葉で説明するよりも、それをその現地に住んで
いらっしゃる方が行われている努力の成果という形で見せ
てあげるほうがいいんじゃないかと思うわけです。
　そこで「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」なんです。先ほど言った路
線バスのデータ、これ、毎日測っているわけです。だから、
除染とかを行うと、それがすぐに反映されるわけです。そう
いうのを見ていただくというのが非常に重要じゃないかな
と思います。
　これは、ある福島市内の地点なんですけども、そこのとこ
ろで、ある時期にずっと線量ががくんと落ちるのが観測され
たと。でも、これはちゃんとわかっていて、実は、その落ち
たときには除染作業が行われていました。で、ついで、その
後、ずっと継続しているというのは、これは除染した効果が
きちんと維持されていると、そういうことです。
　つまり、地元の人たちが頑張って除染した結果、線量が下
がったという状態が、ちゃんと維持できていますよというこ
とを「ＫＵＲＡＭＡ」を使って証明しているわけですね。何
よりも、実際そうですよというのが一番強いと思うんです。
こういうのをどんどん提供できたらなというふうに考えて
います。
　空間線量率の長期予測、将来どうなるんだという答えに
は、そういうことをしなければいけないということで、これ
は原子力研究開発機構の人たちが取り組んでいるんですけ
ども、5年後、15年後、30年後の福島の空間線量率はこう
変わるはずですよという、こういう予測をされています。
　この予測のときに、実は「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」のデータが
非常に有効に機能しています。いろんなところで測っていま
すので、それぞれのその除染の作業とか、あるいは自然のそ
ういう影響とか、そういったものが、もうつぶさに記録され
ていますから、それを解析することでパラメーターを決定さ
れています。
　ということで、私の意図というのは、「ＫＵＲＡＭＡ」と
いうのは、そういう意味で地域を「見守る目」として機能し
45
てくれないかなというところにあります。恐らく、福島というのは、もうこれから先は新
たな原発自身からの放出というのはなくて、多分、今、除染が手つかずになっている山林
地域からの流出とか、そういうものがソースになると思います。
　それが生活圏のほうに出てきまして、あちこちで汚染を起こして、で、また除染とか、
自然に雨とかで流されて、また消えていくという、そういうような過程を経ていくんじゃ
ないかと思っているわけです。
　それがいろんな「ＫＵＲＡＭＡ」で、うまく追跡できれば、その様子がはっきりすれば、
必要な対策も打てるし、打った対策の効果も確認できるということで、その地域に住んで
もらう自信というか、そういうものを持ってもらえるんじゃないかというふうに考えてい
ます。
　これは私の同じ物理の業界の大先輩というか、寺田寅彦と
いう戦前の物理学者なんですけども、その人が、ものを怖
がらなさ過ぎたり、怖がり過ぎたりするのは容易だけども、
正当に怖がるというのは、なかなか難しいことであるとい
うようなことを随筆で書いています。まさにそのとおりで、
そのときに正当に怖がるために「ＫＵＲＡＭＡ」というのを
使ってもらえればいいよなというふうに思います。
　ここからは、ちょっとあまりまとまりがないんですけど
も、研究者として、そういう事故とかの、そういう災害にか
かわってきた経験というのがあるわけです。その経験の中か
ら学んだことなんですけども、まず研究者というのは自分た
ちが筋道を立てて論理的に考えていくということが得意だと思っています。
　それから、いろんな、あちこちで得られている知識をうまく集めてきて、それを有効に
活用することが得意だと思っています。また、未知の事柄についても、その論理とか、筋
道を立てて考えていく力を武器にして、どんどん切り込んでいけると思っています。
　そういうことというのは、よく考えてみると、そういう我々が、社会が経験したことの
ないような大きな災害についてアプローチするときに非常に必要なものではないかという
ふうに思います。我々も「ＫＵＲＡＭＡ」を通じてですけども、図らずもそういうことを
やってしまったという状況なんですけども、そういうとこら辺がやっぱり研究者としての
社会貢献の仕方かなというふうに考えています。
　これは肝に銘じるべきことということで、研究者がちょっ
と陥りがちなことなんですけど、私の業界でも事故直後に大
変なご迷惑をかけたりすることもありました。というのは、
自分はこんなに測ってやっているんだ！みたいな、そういう
態度で、どんどん行かれる方がいらっしゃったんです。で、
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そういうのは実はよくないと思うんです。やっぱり、その被災された方というのが主人公
であって、我々はそれを支援するサポート側であるという、そういう意識を持っていなけ
ればいけない。
　そして、我々が気をつけなければいけないことは、その主人公の人たちが状況を正しく
理解できているとは限らないということをちゃんと認識して、うまくその理解を促進した
り、その理解が進んだときに必要な援助をしてあげるという、そういうことなんじゃない
かと思います。
　そういうことを我々が、その論理を武器に、論理と知識を集めるとか、そういう我々の
特徴を生かしてやれればいいんじゃないかなというふうに思います。
　最後に、特に若い人たちに期待したいことということで、
こんなことを書いたんですけども、これは別に若い人に限っ
たことじゃなくて、どんなことでも、研究者ならというか、
どんな方でもそうだと思うんですけども、やっぱり状況を正
しく分析して、自分の持ち味というのをちゃんと理解して、
それでどういうふうに貢献できるかということを考えなけ
ればいけないんじゃないのかなというふうに思います。
　ここまでで、ちょっと話がもう 30分を過ぎちゃって申しわけないんですけども、謝辞
ということで、ここまでお世話になった、いろんな方々にここで感謝を表したいと思うん
ですけども、最後にもうちょっとだけ時間をいただいて、ここで私たちが特にお礼を言い
たい松島屋旅舘のことをちょっと紹介させてください。
　実は、私たちが緊急時の対応ということで３月 18日から行ったとき、我々、当初は野
宿をする覚悟で行ったんです。ところが、そのときに松島屋旅舘の方が、うちは温泉が湧
いているから大丈夫だと、電気もガスも水道もないけど、食糧もあまりないけども、とり
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あえず温泉と布団はあるからいらっしゃいということで受け入れてくださった。おかげで、
野宿せずに我々は布団で寝て、温かい温泉に入ることができた。
　もうそれだけでもありがたいんですけども、それから先、我々にとって重要な、その地
域の住民の皆さんとの交流というのを松島屋で行うことができた。
　何を言っているかというと、ここに、松島屋さんは特に熱心に避難してこられた方を受
け入れて、それで生活させてあげていたんですね。その方々と我々は直接触れ合うことが
できたわけです。そこで、そういう「ＫＵＲＡＭＡ」とかをどう役立てるかということを
考えさせられた。
　そういうような時間が、いつの間にか、ただの飲み会になっているというのは、まあ、
置いておいですね、とにかくその福島にぜひ行っていただいて、飯坂温泉に出来れば行っ
ていただいて、出来れば飯坂温泉の松島屋旅舘に泊まっていただきたい。で、温泉が終わ
った後には、我々が開発した「ＫＵＲＡＭＡ－Ⅱ」のバイクが展示してありますので、こ
れ、調査まで預かっておいてくださいということでお願いし
ているので、預かってもらうぐらいなら展示しましょうとい
うことで展示をさせていただいているんですけども、そうい
うことで、これを見ていただく、温泉の後はこれを見ていた
だくということです。
　あと、福島が遠いという方には、ぜひ日本科学未来館に
行ってください。今、ちょうど『Ｌｅｓｓｏｎ＃ 3.11　パ
ネル展示「5年前、そして 5年間に起きたこと」』というと
ころが開催されているんですけども、ここで実は我々の「Ｋ
ＵＲＡＭＡ」の実機が展示されていて、そして曜日によるみ
たいなんですけども、実際にこれ、稼働して、放射線がこう
いうふうに測れるよというのを見せてくれているはずです。
ぜひそれを見ていただいて、我々が開発したものが、どうい
うものかというのをちょっと感じていただければなという
ふうに思います。
　時間が過ぎてしまいましたが、以上で終わります。ありが
とうございました。
